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 ４月 18日から約１ヶ月に渡り準備してきた体育祭。当日はあいにくの雨に見舞われましたが、雨をものと

もせず、全身で力強さや体育祭にかける思いを表現し、それが仲間につながっていくことで、今年度体育祭

テーマ『彩心』を体現しました。雨が降り続ける中でも、自分たちを鼓舞して精一杯走り、声の限り応援す

る一生懸命な姿は、会場にいらした皆さんの感動を呼び、競技の度に大きな拍手で讃えられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当日の雨のように、思い通りの中でできないことはあります。ままならないこともあります。そんな中で

も、いつも以上に笑顔を輝かせ、前を向こうとし、力の限りを尽くす姿を見て、胸が熱くなる場面が何度も

何度もありました。この日、体育祭で得た経験は、きっとこれからの皆さんを支えてくれる心の柱となりま

す。仲間のために頑張る自分、自分のために応援してくれる仲間。かけがえのないものに気付きましたね。 

 「こんなに盛り上がる体育祭もなかなかないよね！」、「雨の体育祭、忘れられない思い出になるんじゃな

い？」、「これだけの人数なのに、迫力がすごいよね。一人ひとりの表情が生き生きしているね！」ＰＴＡ、

地域、来賓の方々から聞こえてきた声です。川中生の頑張りが伝わっているのだと嬉しくなりました。 

 

 

 

 最後に、雨が降りしきる中、それでもたくさんの声援と拍手を送っていただいたＰＴＡの皆様に、心より

感謝を申し上げます。最後まであたたかい応援をいただき、ありがとうございました。 


